
JP 2020-520574 A 2020.7.9

10

(57)【要約】
　耳用カバーの上部に位置する回転台を介して耳用カバ
ーに取付けられた弾性フレームを備える耳用カバー組立
体において、弾性フレームは、着用者の耳に耳用カバー
を固定するように締付力を加えるように構成され、フレ
ームと回転台との間の寸法は、耳用カバー全体に締付力
を分配させることで、着用時に組立体を固定するように
構成される。こうして、ヘッドバンドではなく、回転可
能に装着されたフレームによって、耳用カバー組立体を
固定することができる。フレームは、耳保護具、バイザ
ー、フェースマスク、マイクロホン等といった要素を支
えるのに使用することができる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　耳用カバー組立体において、
　各耳用カバーが該耳用カバーの中心からずれた装着位置に位置する回転台を有する二つ
の耳用カバーと、
　右端部と、中央部と、左端部とを含む弾性フレームと、
　前記右端部と前記左端部とのそれぞれは、前記回転台を介して前記耳用カバーのそれぞ
れ一つに取付けられるように構成され、
　前記中央部は、前記右端部と前記左端部を配向して、使用時に着用者の耳を覆うように
配置するために、前記耳用カバーを互いに反対方向に保持し、着用者の顔の前に配置する
ために、前記組立体を支えるように構成され、
　前記フレームは、前記耳用カバーを内側に付勢することで、前記着用者の頭部に前記組
立体を固定するように締付力を加えるように構成され、
　前記回転台は、前記台の主回転方向に垂直な方向への前記フレームと前記耳用カバーと
の間の相対運動を制限するように構成され、
　前記フレームと前記回転台との間の相対的な配置は、前記耳用カバー全体に前記締付力
を分配させることで、ずらされた台位置を補償するように構成される、耳用カバー組立体
。
【請求項２】
　前記フレームと前記回転台との間の前記相対的な配置によって、捩り力が加えられる、
請求項１に記載の耳用カバー組立体。
【請求項３】
　前記フレームの弾性と、着用時のそれぞれの前記回転台内の前記左端部と前記右端部の
角度的な向きによって前記捩り力がもたらされる、請求項２に記載の耳用カバー組立体。
【請求項４】
　前記回転台は、最も中心にある部分が、前記台内部で保持されるそれぞれ前記左端部と
前記右端部の少なくとも中央にある部分に対して、前記耳用カバーの中心の外側に向かっ
て角度をつけることで、着用時に前記捩り力を引き起こすように、あらゆる回転による配
向のために、前記台内部で保持されるそれぞれ前記左端部と前記右端部が前記耳用カバー
の中心に対して角度をつけるように、それぞれ前記左端部と前記右端部を保持するように
構成される、請求項３に記載の耳用カバー組立体。
【請求項５】
　前記回転台は、回転面が、前記耳用カバーの耳接触面を通る平面に対して角度をつける
ように配向され、それぞれ前記左端部と前記右端部を収容する溝を含み、該溝は主回転軸
から前記耳用カバーの前記中心に向かう方向にずれ、前記左端部と前記右端部は、前記溝
内の一以上の表面に係合するように構成され、前記溝内の前記表面は、前記溝が前記耳用
カバーの中心を通る中央線に略垂直になる回転位置において、前記表面がそれぞれの端部
の縦方向の捩れを引き起こすことで、着用時に前記捩り力を引き起こすように構成され、
前記耳用カバーの前記耳接触面を通る前記平面に対する前記溝の角度が原因で、前記耳用
カバーの前記中心を通る前記中央線に略平行になる前記回転位置において、それぞれ前記
左端部と前記右端部の縦方向の屈曲を引き起こすことで、着用時に前記捩り力をもたらす
ように構成される、請求項４に記載の耳用カバー組立体。
【請求項６】
　前記左端部と前記右端部は、前記回転台内の前記表面に係合する平面状部を有する、請
求項５に記載の耳用カバー組立体。
【請求項７】
　前記フレームによって支えられる前記組立体は、目用カバー組立体である、先行する請
求項のいずれかに記載の耳用カバー組立体。
【請求項８】
　前記フレームによって支えられる前記組立体は、マイクロホンである、請求項１乃至６
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のいずれかに記載の耳用カバー組立体。
【請求項９】
　各耳用カバー用の前記回転台は、前記耳用カバーの上部の固定位置にある回転台ソケッ
トと、前記溝を含む回転プラグを形成する前記ソケットに収容される一以上の回転組立体
部品とを含み、前記ソケットは、前記プラグの回転面が、前記耳用カバーの前記耳接触面
を通る前記平面に対して角度をつけるように配向される、請求項５乃至８のいずれかに記
載の耳用カバー組立体。
【請求項１０】
　前記二つの耳用カバーは非対称とすることができ、左耳用カバーと右耳用カバーとを含
み、前記ソケットは、前記プラグの前記回転面が、前記耳用カバーの前記耳接触面を通る
前記平面に対して角度をつけることで、前記左及び前記右耳用カバーのうちそれぞれ用の
前記回転台を組立てるために、同一のプラグを使用することを可能にするように配向され
る、請求項９に記載の耳用カバー組立体。
【請求項１１】
　前記フレームは、前記フレームの前記右端部と、前記中央部と、前記左端部とにわたっ
て延在して、前記締付力を加える弾性骨組みを含む、先行する請求項のいずれかに記載の
耳用カバー組立体。
【請求項１２】
　前記弾性骨組みは、前記左端部と前記右端部の全体にわたって略平坦とした縦長の湾曲
を有するバンドとする、請求項１１に記載の耳用カバー組立体。
【請求項１３】
　前記バンドは、弾性金属で形成される、請求項１２に記載の耳用カバー組立体。
【請求項１４】
　前記バンドは、弾性材料の一以上の層を積層構造にした複合構造体を備える、請求項１
２に記載の耳用カバー組立体。
【請求項１５】
　前記フレームは、さらに非金属のコーティングを含む、請求項１１乃至１４のいずれか
に記載の耳用カバー組立体。
【請求項１６】
　前記非金属のコーティングは、前記フレームの弾性を増大させる、請求項１５に記載の
耳用カバー組立体。
【請求項１７】
　前記弾性骨組みは、プラスチック材料で形成される、請求項１１又は１２に記載の耳用
カバー組立体。
【請求項１８】
　前記フレームはさらに、前記目用カバー組立体を前記中央部に装着するように構成され
た非弾性目用カバー組立体用台を備える、請求項１１乃至１７のいずれかに記載の耳用カ
バー組立体。
【請求項１９】
　それぞれの前記左端部と前記右端部に沿って各耳用カバーの位置の調節を可能にするよ
うに構成された、先行する請求項のいずれかに記載の耳用カバー組立体。
【請求項２０】
　前記回転台は、それぞれの前記左端部と前記右端部に沿った前記回転台のスライドを可
能にする溝を有して構成される、請求項１９に記載の耳用カバー組立体。
【請求項２１】
　前記フレームの前記左端部と前記右端部は、ラチェット部を備え、前記回転台は、それ
ぞれの前記左端部と前記右端部に設けられた前記ラチェット部に係合して、それぞれの前
記左端部と前記右端部に沿った前記回転台の意図しないスライドを阻止するように構成さ
れる、請求項２０に記載の耳用カバー組立体。
【請求項２２】
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　前記回転台と前記フレームの前記左端部又は前記右端部との間の表面の摩擦は、それぞ
れの前記左端部と前記右端部に沿った前記回転台の意図しない前記スライドを阻止する、
請求項２０に記載の耳用カバー組立体。
【請求項２３】
　前記耳用カバーは、前記着用者の聴覚の保護をもたらすように構成されたイヤーマフ型
の耳保護具である、先行する請求項のいずれかに記載の耳用カバー組立体。
【請求項２４】
　前記耳保護具は、前記着用者の外耳にもたれかかりかつ概ね又は全体を覆うのに適合さ
せられた内側防音部と、硬質材料から作られ、前記内側防音部に取付けられた外側シェル
とを備え、前記回転台は、前記耳保護具の前記外側シェルに取付けられる、請求項２３に
記載の耳用カバー組立体。
【請求項２５】
　前記外側シェルは、自由選択で取外され交換されるのに適合された取外し部を有するこ
とで、取外し時には、前記外側シェルに開口が形成される、請求項２４に記載の耳用カバ
ー組立体。
【請求項２６】
　前記外側シェルの前記開口を介してさらに防音材を追加する又は取外すことで、前記耳
保護具の防音性能を調節することができる、請求項２５に記載の耳用カバー組立体。
【請求項２７】
　少なくとも一つの耳用カバーは、ワイヤレスレシーバとスピーカとを備える電子機器を
含む、請求項２３に記載の耳用カバー組立体。
【請求項２８】
　前記耳用カバーは、一対のヘッドホンとして構成される、請求項２７に記載の耳用カバ
ー組立体。
【請求項２９】
　前記耳用カバーは、左右のステレオヘッドホンとして構成される、請求項２８に記載の
耳用カバー組立体。
【請求項３０】
　さらに目用カバー組立体を備え、該目用カバー組立体は、目保護組立体を備える、先行
する請求項のいずれかに記載の耳用カバー組立体。
【請求項３１】
　前記目保護組立体は、安全メガネ、安全バイザー又はマスクのいずれかとして構成され
る、請求項３０に記載の耳用カバー組立体。
【請求項３２】
　前記目用カバー組立体は、サングラス用に構成される、請求項３０に記載の耳用カバー
組立体。
【請求項３３】
　前記目用カバー組立体は、視力矯正レンズを含むように構成される、先行する請求項の
いずれかに記載の耳用カバー組立体。
【請求項３４】
　前記目用カバー組立体は、前記視力矯正レンズの取外し可能な取付けを可能にするよう
に構成される、請求項３３に記載の耳用カバー組立体。
【請求項３５】
　前記目用カバー組立体は、内蔵型の視力矯正レンズを含む、請求項３３に記載の耳用カ
バー組立体。
【請求項３６】
　前記目用カバー組立体は、前記フレームに取外し可能に取付けられる、先行する請求項
のいずれかに記載の耳用カバー組立体。
【請求項３７】
　さらにマイクロホン組立体を備える、請求項２７に記載の耳用カバー組立体。
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【請求項３８】
　前記マイクロホン組立体は、前記着用者の口の近傍にマイクロホンを取付けるための軸
に装着されたマイクロホンを備え、前記軸は、第二の回転台を介して前記耳用カバーの一
つに取付けられる、請求項３７に記載の耳用カバー組立体。
【請求項３９】
　耳用カバー組立体において、
　各耳用カバーが回転台を有する二つの耳用カバーと、
　右端部と、中央部と、左端部とを含む弾性フレームと、
　前記右端部と前記左端部とのそれぞれは、前記回転台を介して前記耳用カバーのそれぞ
れ一つに取付けられるように構成され、
　前記中央部は、前記右端部と前記左端部を配向して、使用時に前記着用者の耳を覆うた
めに配置するために、前記耳用カバーを互いに反対方向に保持し、前記着用者の顔の前に
配置するために、前記組立体を支えるように構成され、
　前記弾性フレームは、前記耳用カバーを内側に付勢することで、前記着用者の頭部に組
立体を固定するように締付力を加えるように構成され、
　前記回転台は、該台の主回転方向に垂直な方向への前記フレームと前記耳用カバーとの
間の相対運動を制限するように構成され、
　前記フレームと前記回転台との相対的な配置は、前記フレームの回転位置に基づいて前
記フレームによって加えられる前記締付力を変化させるように構成される、耳用カバー組
立体。
【請求項４０】
　耳用カバー組立体において、
　回転台を有する耳用カバーと、
　回転台を有する頭部接触サポートと、
　前記右端部と、前記中央部と、前記左端部とを含む弾性フレームと、
　前記右端部と前記左端部とのそれぞれは、前記回転台を介して前記耳用カバーのそれぞ
れ一つに取付けられるように構成され、
　前記中央部は、前記右端部と前記左端部とを配向させて、使用時に前記耳用カバーの一
方が前記着用者の耳を覆い、頭部接触サポートが他方の耳の近傍の前記着用者の頭部に対
向する状態で配置するために、前記耳用カバーと前記サポートとを互いに略反対方向に保
持し、前記着用者の顔の前に配置するために、前記組立体を支えるように構成され、
　前記弾性フレームは、前記耳用カバーと前記頭部接触サポートとを内側に付勢すること
で、前記着用者の前記頭部に前記組立体を固定するように締付力を加えるように構成され
、
　前記回転台は、該台の主回転方向に垂直な方向への前記フレームと前記耳用カバーと前
記頭部接触サポートとの間の相対運動を制限するように構成され、
　前記フレームと前記回転台との相対的な配置は、前記フレームの回転位置に基づいて前
記フレームによって加えられる前記締付力を変化させるように構成される、耳用カバー組
立体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の技術分野は、安全装置、特に着用者の聴覚および視覚を保護するための着用可
能な保護装置に関するものである。この組立体の用途には、耳・目の保護具又は耳・目カ
バーを組み合わせた消費者用製品などが含まれる。
【背景技術】
【０００２】
　ゴーグルまたはメガネなどの目保護安全装置が周知である。こうした装置は、飛んでく
る粒子や液体の飛沫に対して着用者の目の前方にバリアを提供する。通常、かかるバリア
は着用者がバリアを通して見えるように透明あるいは半透明である。周知の聴覚保護安全
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装置には、雑音の多い環境に晒されることによって生じ得る聴覚ダメージを最小限にする
べく音を減衰するかもしくは遮断するために着用されるイヤーマフまたは耳栓が含まれる
。イヤーマフ式の耳保護具は、耳栓よりも効果的な聴覚保護をもたらすので、多くの環境
では優先的に使用される。目保護具、耳保護具及び頭部保護具といった安全器具を着用す
ることが必須となる作業場所もある。
【０００３】
　イヤーマフに伴う問題は、防音パッドでなされる着用者の耳周辺の遮蔽が、イヤーマフ
を安全目鏡さらには通常の目鏡と着用した場合に破損した場合に、もたらされる防音が抑
えられる。さらに、イヤーマフは、通常ヘッドバンドによって固定され、頭部保護具とい
った頭部装着具を邪魔することがある。この問題は、いくつかの用途においては、イヤー
マフさらにいくつかのケースでは安全用バイザーが装着された硬質の帽子を提供すること
で克服される。しかし、着用者がヘルメットを脱いでしまうと頭部保護具や視力保護具も
外してしまうことになるので、こうした帽子はオールインワン型の装置となり、「オール
オアナッシング型の」保護が実現される。硬質の帽子による保護が必要でない又は望まし
くなく、他の頭部装着具の方が有益となる場合もあり、例えば、戸外の日光の下で芝刈り
をするに当たり、通常は日光から保護され硬質の帽子より涼しい帽子を着用する方が好ま
れる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
国際特許出願ＷＯ２０１０／０２２４４０号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　安全器具も実用的で快適であることが好ましい。提案された解決は、目保護具がイヤー
マフに装着された目・耳の保護兼用の装置を提供するというものであった。このように提
案された装置は、着用者の頭部に装置を支持するのを助けるヘッドバンドを含むが、これ
が頭部装着具を邪魔することがある。他の提案された解決では、目保護具からの張力を用
いて、着用者の頭部に装置を固定する。着用者の耳にイヤーマフを締付け、ヘッドバンド
を使用せずにイヤーマフを固定するのに目保護具からもたらされる必要がある張力を達成
するのが困難となることがある。したがって、今日まで、従来のヘッドバンド又はヘルメ
ット装着型の耳用カバーが通常は使用されている。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　耳用カバー組立体において、
　各耳用カバーが耳用カバーの中心からずれた装着位置に位置する回転台を有する二つの
耳用カバーと、
　右端部と、中央部と、左端部とを含む弾性フレームと、
　右端部と左端部とのそれぞれは、回転台を介して耳用カバーのそれぞれ一つに取付けら
れるように構成され、
　中央部は、右端部と左端部を配向して、着用者の耳を覆うために使用するために、耳用
カバーを互いに向かい合うように保持し、着用者の顔の前に配置するために、組立体を支
えるように構成され、
　弾性フレームは、耳用カバーを内側に付勢することで、着用者の頭部に組立体を固定す
るように締付力を加えるように構成され、
　回転台は、台の主回転方向に垂直な方向へのフレームと耳用カバーとの間の相対運動を
制限するように構成され、
　フレームと回転台との間の相対的な配置は、耳用カバー全体に締付力を分配させること
で、ずらされた台位置を補償するように構成される。
【０００７】
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　一つの実施形態において、フレームと回転台との間の相対的な配置によって、捩り力が
加えられる。フレームの弾性と、着用時のそれぞれの回転台内の左端部と右端部の角度的
な向きによって捩り力を提供することができる。一つの実施形態において、回転台は、着
用時に捩り力を引き起こすように、最も中心にある部分が、台内部で保持されるそれぞれ
左端部と右端部の少なくとも中央にある部分に対して、耳用カバーの中心の外側に向かっ
て角度をつけるように、あらゆる回転方向に向けるために、台内部で保持されるそれぞれ
左端部と右端部が耳用カバーの中心に対して角度をつけることで、それぞれ左端部と右端
部を保持するように構成される。
【０００８】
　一つの実施形態において、回転台は、回転面が、耳用カバーの耳接触面を通る平面に対
して角度をつけるように配向され、それぞれ左端部と右端部を収容する溝を含み、溝は主
回転軸から耳用カバーの中心に向かう方向にずれ、左端部と右端部は、溝内の一以上の表
面に係合するように構成され、溝内の表面は、溝が耳用カバーの中心を通る中央線に略垂
直になる回転位置において、表面がそれぞれの端部の縦方向の捩れを引き起こすことで、
着用時に捩り力を引き起こすように構成され、耳用カバーの耳接触面を通る平面に対する
溝の角度が原因で、耳用カバーの中心を通る中央線に略平行になる回転位置において、そ
れぞれ左端部と右端部縦方向の屈曲を引き起こすことで、着用時に捩り力をもたらすよう
に構成される。いくつかの実施形態において、左端部と右端部は、回転台内の表面に係合
する平面状部を有する。
【０００９】
　耳用カバー組立体のいくつかの実施形態において、フレームによって支持される組立体
は、目用カバー組立体である。
【００１０】
　耳用カバー組立体のいくつかの実施形態において、フレームによって支持される組立体
は、マイクロホンである。
【００１１】
　いくつかの実施形態において、各耳用カバー用の回転台は、耳用カバーの上部の固定位
置にある回転台ソケットと、溝を含む回転プラグを形成するソケットに収容される一以上
の回転組立体部品とを含み、ソケットは、プラグの回転面が、耳用カバーの耳接触面を通
る平面に対して角度をつけるように配向される。
【００１２】
　二つの耳用カバーは非対称とすることができ、左耳用カバーと右耳用カバーとを含み、
ソケットは、プラグの回転面が、耳用カバーの耳接触面を通る平面に対して角度をつける
ことで、左及び右耳用カバーのうちそれぞれ用の回転台を組立てるために、同一のプラグ
を使用することを可能にするように配向される。
【００１３】
　耳用カバー組立体のいくつかの実施形態において、フレームは、フレームの右端部と、
中央部と、左端部とにわたって延在して、締付力を加える弾性骨組みを含む。例えば、弾
性骨組みは、左端部と右端部の全体にわたって略平坦とした縦長の湾曲を有するバンドと
することができる。バンドは、弾性を有する金属で形成してもよい。代替的に、バンドは
、弾性材料の一以上の層を積層構造にした複合構造体を有することができる。代替的に、
弾性骨組みは、プラスチック材料で形成してもよい。プラスチック材料は、十分な強度と
弾性を有する。
【発明の効果】
【００１４】
　第２の発明によれば、マニピュレータ本体を回転することでループ状ワイヤロープが捩
じれても、マニピュレータ本体が主軸方向に沿って移動し、適正な張力に維持できる。こ
のため、違和感のない操作感が得られる。
【００１５】
　フレームは、非金属のコーティングを備える。いくつかの実施形態において、非金属の
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コーティングは、フレームの弾性を増大させる。
【００１６】
　いくつかの実施形態のフレームは、目用カバー組立体を中央部に装着するように構成さ
れた非弾性目用カバー組立体用台を備える。
【００１７】
　上に説明した実施形態のいずれかの耳用カバー組立体は、それぞれの左端部と右端部に
沿って各耳用カバーの位置の調節を可能にするように構成することができる。いくつかの
実施形態において、回転台は、それぞれの左端部と右端部に沿った回転台のスライドを可
能にする溝を有して構成される。いくつかの実施形態において、フレームの左端部と右端
部は、ラチェット部を備え、回転台は、それぞれの左端部と右端部に設けられたラチェッ
ト部に係合して、それぞれの左端部と右端部に沿った回転台の意図しないスライドを阻止
するように構成される。いくつかの実施形態において、回転台とフレームの左端部又は右
端部との間の表面の摩擦は、それぞれの左端部と右端部に沿った回転台の意図しないスラ
イドを阻止する。
【００１８】
　いくつかの実施形態において、耳用カバーは、着用者の聴覚の保護をもたらすように構
成されたイヤーマフ型の耳保護具である。一つの例において、耳保護具は、着用者の外耳
にもたれかかりかつ概ね又は全体を覆うのに適合させられた内側防音部と、硬質材料から
作られ、内側防音部に取付けられた外側シェルとを備え、回転台は、耳保護具の外側シェ
ルに取付けられる。いくつかの実施形態において、外側シェルは、自由選択で取外され交
換されるのに適合された取外し部を有することで、取外し時には、外側シェルに開口が形
成される。いくつかの実施形態において、外側シェルの開口を介してさらに防音材を追加
する又は取外すことで、耳保護具の防音性能を調節することができる。
【００１９】
　いくつかの実施形態において、少なくとも一つの耳用カバーは、ワイヤレスレシーバと
スピーカとを備える電子機器を含む。例えば、耳用カバーは、一対のヘッドホンとして構
成することができる。いくつかの実施形態において、耳用カバーは、左右のステレオヘッ
ドホンとして構成される。
【００２０】
　耳用カバー組立体は、さらに目用カバー組立体を備えることができ、目用カバー組立体
は、目保護組立体を備える。例えば、目用カバー組立体は、安全メガネ、安全バイザー又
はマスクのいずれかとして構成することができる。他の代替的形態も検討される。
【００２１】
　代替的な実施形態において、目用カバー組立体は、サングラス用に構成される。
【００２２】
　目用カバー組立体は、視力矯正レンズを含むように構成することができる。一つの実施
形態において、視力矯正レンズの取外し可能な取付けを可能にするように構成される。い
くつかの実施形態において、目用カバー組立体は、内蔵型の視力矯正レンズを含む。
【００２３】
　目用カバー組立体は、フレームに取外し可能に取付けることができる。
【００２４】
　一つの実施形態において、目用カバー組立体は、さらに、マイクロホン組立体を備える
。一つの実施形態において、マイクロホン組立体は、着用者の口の近傍にマイクロホンを
取付けるための軸に装着されたマイクロホンを備え、軸は、第二の回転台を介して耳用カ
バーの一つに取付けられる。
【００２５】
　第二の側面にしたがい、耳用カバー組立体において、
　各耳用カバーが回転台を有する二つの耳用カバーと、
　右端部と、中央部と、左端部とを含む弾性フレームと、
　右端部と左端部とのそれぞれは、回転台を介して耳用カバーのそれぞれ一つに取付けら
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れるように構成され、
　中央部は、右端部と左端部を配向して、使用時に着用者の耳を覆うために配置するため
に、耳用カバーを互いに反対方向に保持し、着用者の顔の前に配置するために、組立体を
支えるように構成され、
　弾性フレームは、耳用カバーを内側に付勢することで、着用者の頭部に組立体を固定す
るように締付力を加えるように構成され、
　回転台は、台の主回転方向に垂直な方向へのフレームと耳用カバーとの間の相対運動を
制限するように構成され、
　フレームと回転台との相対的な配置は、フレームの回転位置に基づいてフレームによっ
て加えられる締付力を変化させるように構成される。
【００２６】
　第三の側面にしたがい、耳用カバー組立体において、
　回転台を有する耳用カバーと、
　回転台を有する頭部接触サポートと、
　右端部と、中央部と、左端部とを含む弾性フレームとを備え、
　右端部と左端部とのそれぞれは、回転台を介して耳用カバーのそれぞれ一つに取付けら
れるように構成され、
　中央部は、右端部と左端部とを配向させて、使用時に耳用カバーの一方が着用者の耳を
覆い、頭部接触サポートが他方の耳の近傍着用者の頭部に対向する状態で配置するために
、耳用カバーとサポートとを互いに略反対方向に保持し、着用者の顔の前に配置するため
に、組立体を支えるように構成され、
　弾性フレームは、耳用カバーと頭部接触サポートとを内側に付勢することで、着用者の
頭部に組立体を固定するように締付力を加えるように構成され、
　回転台は、台の主回転方向に垂直な方向へのフレームと耳用カバーと頭部接触サポート
との間の相対運動を制限するように構成され、
　フレームと回転台との相対的な寸法は、フレームの回転位置に基づいてフレームによっ
て加えられる締付力を変化させるように構成される。
【００２７】
　本発明の全ての側面を組み込んだ実施形態を、以下において単なる一例として、添付の
図面を参照して説明する。
【図面の簡単な説明】
【００２８】
【図１】本発明の実施形態に合致した、目・耳用複合型保護装置の一例を示す図。
【図２ａ】図１の装置を異なる角度から示す図。
【図２ｂ】図１の装置を異なる角度から示す図。
【図２ｃ】図１の装置を異なる角度から示す図。
【図２ｄ】図１の装置を異なる角度から示す図。
【図３ａ】耳用カバーに対する目用カバーフレームの運動の範囲を示す図。
【図３ｂ】耳用カバーに対する目用カバーフレームの運動の範囲を示す図。
【図３ｃ】耳用カバーに対する目用カバーフレームの運動の範囲を示す図。
【図３ｄ】耳用カバーに対する目用カバーフレームの運動の範囲を示す図。
【図４ａ】耳用カバー４ａについては中央に位置させて装着する場合と、耳用カバー４ｂ
の上部に位置させて装着する場合とで力の加え方の相違を示す図。
【図４ｂ】耳用カバー４ａについては中央に位置させて装着する場合と、耳用カバー４ｂ
の上部に位置させて装着する場合とで力の加え方の相違を示す図。
【図５】力の配分の問題を示し、目保護装置を上げた状態を示す、図１の目・耳用保護装
置の装着者の側面図を示す図。
【図６】初期（不使用）位置にある耳用カバーを示す図。
【図７】着用者の頭部に装着した位置にある図６の耳用カバーを示す図。
【図８】予圧を加えた状態の角度に取付けられる耳用カバーを備える、着用時に頭上位置
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で屈曲するフレームを示す図。
【図９】頭上及び目カバー用のバンド位置を示す図。
【図１０】頭上位置にある時に屈曲するフレーム端部の非使用時と着用時を比較で示す図
。
【図１１】目カバー用位置（下降位置）にある時に屈曲するフレーム端部の非使用時と着
用時を比較で示す図。
【図１２】フレームが頭上位置及び非使用時にある耳用カバーの実施形態を示す図。
【図１３】フレームが目カバー用位置及び非使用時にある図１２の耳用カバーを示す図。
【図１４】フレームが目カバー用位置にあり、目用カバーが着用位置にある図１２の耳用
カバーを示す図。
【図１５】着用時に目カバー用位置にあるフレームによって加えられる捩り力を示す図。
【図１６ａ】耳用カバー組立体の実施形態におけるフレーム端部を保持する溝を示す図。
【図１６ｂ】耳用カバー組立体の実施形態におけるフレーム端部を保持する溝を示す図。
【図１７ａ】本発明の実施形態に一致する耳用カバーと回転台の寸法を示す図。
【図１７ｂ】本発明の実施形態に一致する耳用カバーと回転台の寸法を示す図。
【図１８】非対称とした耳用カバー用の回転台の実施形態を示す図。
【図１９】左耳用カバーを示す図。
【図２０】組付け準備ができた左耳用カバーと回転台を示す図。
【図２１ａ】図１８の例の回転台の主要な構成要素のさまざまな図を示す図。
【図２１ｂ】図１８の例の回転台の主要な構成要素のさまざまな図を示す図。
【図２１ｃ】図１８の例の回転台の主要な構成要素のさまざまな図を示す図。
【図２１ｄ】図１８の例の回転台の主要な構成要素のさまざまな図を示す図。
【図２２ａ】フレームの端部に沿った耳用カバーの調節位置を示す図。
【図２２ｂ】フレームの端部に沿った耳用カバーの調節位置を示す図。
【図２２ｃ】フレームの端部に沿った耳用カバーの調節位置を示す図。
【発明を実施するための形態】
【００２９】
　本発明の一つの側面は、耳用カバーの上部に位置する回転台を介して耳用カバーに取付
けられた弾性フレームを備える耳用カバー組立体を提供し、弾性フレームは、着用者の耳
に耳用カバーを固定するように締付力を加えるように構成され、フレームと回転台との間
の寸法は、耳用カバー全体に締付力を分配させることで、着用時に組立体を固定するよう
に構成される。こうして、ヘッドバンドではなく、回転可能に装着されたフレームによっ
て、耳用カバー組立体を固定することができる。例えば、一つの実施形態において、フレ
ームは、安全メガネを支えるバンドであり、バンドは、着用時に安全メガネと耳カバーの
両方を支える。この実施形態は、ヘッドバンドを有さないので、硬質の帽子、つば広の日
除け帽子、キャップといった頭部装着具と共に着用することができる。別の実施形態にお
いて、フレームは、サングラスを支えることができる。耳用カバーは、聴覚保護用イヤー
マフ、ヘッドホン、ヘッドセット、熱保護用イヤーマフといった、あらゆる種類の耳用カ
バーとしてもよい。
【００３０】
　耳用カバー組立体の実施形態を図１に示し、さまざまな図を図２ａ～２ｄに示す。耳用
カバー組立体１００は、耳用カバー１１０の上部に位置する回転台１２０をそれぞれ有す
る二つの耳用カバー１１０と、右端部２２０と、中央部２１０と、左端部２３０とを具備
する弾性フレーム１３０とを備える。右端部２２０と左端部２３０とのそれぞれは、回転
台１２０を介して耳用カバー２４０，２５０のそれぞれ一つに取付けられるように構成さ
れる。中央部２１０は、右端部２２０と左端部２３０を配向して、使用時に着用者の耳を
覆うために配置するために、耳用カバー２４０，２５０を互いに反対方向に保持し、着用
者の顔の前に配置するために、目用カバー組立体２６０を支えるように構成される。弾性
フレーム１３０は、耳用カバー２４０，２５０を内側に付勢することで、着用者の頭部に
組立体を固定するように締付力を加えるように構成される。回転台１２０は、台の主回転
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方向に垂直な方向へのフレーム１３０と耳用カバー２４０，２５０との間の相対運動を制
限するように構成され、フレーム１３０と回転台１１０との間の相対的な配置は、耳用カ
バー全体に締付力を分配させるように構成される。
【００３１】
　出願人は、以前に、支えとなるヘッドバンドを必要とせずに目用保護具組立体を通じて
提供される張力によって着用者の頭部に固定される目・耳の保護兼用の装置を開発した。
出願人の目・耳の保護兼用の装置に関する包括的な説明は、国際特許出願番号ＷＯ２０１
０／０２２４４０号に見出すことができ、この文献の開示内容は、引用によって本明細書
に含まれる。出願人の装置の設計の長所は、目用保護具組立体が、耳用保護具の上縁に向
かって位置する台を用いてイヤーマフ型の耳用保護具に結合されることにある。すなわち
、着用時には、耳用保護具と目用保護具組立体との各接続部は、着用者の耳に対して頂部
に向かって、又は着用者の耳の上方に位置づけられる。このように高い旋回軸位置とした
ことで、以下のうち一以上を含む長所がもたらされる。
・耳用保護具が、耳の保護をじゃますることなく、着用者の耳から離れる方向に回転する
ことを可能にし、
・耳の保護を邪魔することなく、着用者の目から離れる方向に（たとえばその頭頂部に向
かって）容易に回転し、
・眼用保護具組立体が、通常の安全メガネ及び/又は通常のメガネにより近い形状とした
ことで、装置を着けて着用することがいっそう容易になることを可能にする人間工学を意
識して設計し、
・耳用保護具カバーが露出しているので、このスペースを広告又は追加の防音材又はＢｌ
ｕｅｔｏｏｔｈのイヤピースといった耳用カバーの設計変更用の開口のように別の用途で
使用することができる。
【００３２】
　ヘッドバンドを使用しない自己支持型の眼・耳の保護兼用の装置という着想は、以前に
提案されており、ここで目用保護器具又はバイザー用の回転台は、耳用保護具上の中央に
位置している。中央の台は、耳用保護具に対して均等に締付力を分配することで、この耳
用保護具を着用者の耳に固定する。耳保護装置の上部に装着点を移動させることは、耳用
カバーに対して効果的に締付力を分配することで、支え用ヘッドバンドを必要とせずに装
置を固定するという技術的な課題を有する。
【００３３】
　図４ａは、例えば頭上で支持するヘッドバンドと共通となるような、中央に位置する台
４２０を有する耳用カバー４１０の実施形態を模式的に示す。バンドからの力は、耳用カ
バーの中央に加えられるので、結果として、均等な力の配分がなされる。中央に位置する
台の点４２０に加えられる点締付力（１０Ｆ）は、耳用カバー４１０上に均等に配分され
るので、耳用カバー４３０の頂点の力（５Ｆ）は、耳用カバー４３５の底部の力（５Ｆ）
に等しくなる。これは、締付力が加えられる点４２０周りで耳用カバーが対称となること
に起因する。しかし、回転台用の装着点が耳用カバーに対して中心にない場合には、点に
加えられる力は耳用カバーに対して均等に配分されなくなる。図４ｂは、中心からずらし
て装着されたバンド（高い旋回点）４４０を使用すると、力が中心からずれた位置に加え
られ、結果として、不均等な力の配分がなされるという問題を示す。台４４０は、耳用カ
バー４６０の中心から距離ｄ４７０だけずらしている。中心からずらして装着された台４
４０が不均等な力（１０Ｆ）の配分を引き起こすことに起因して、耳用カバー４１０の下
部４５５（２.５Ｆ）に比べて強力な締付力（７.５Ｆ）が上部４５０に加えられる。
【００３４】
　耳用カバー４１０の上部４５０と下部４５５における見かけの力の相違は、耳用カバー
４１０の中心４６０に対する台４４０の位置に応じて決まる。図５に示したように、力の
配分の問題は、上縁５３０から下縁５３５にかけて耳用カバーを通る線５５０によって示
すことができ、線５５０に沿った点５２０は装着位置、すなわち、バンドからの締付力５
１０が加えられる点５２０を示し、この締付力は線５５０に沿って配分される。着力点５
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２０は、上縁５３０から距離ｄ１５４０の位置に位置し、上縁５３０と下縁５３５との距
離はｄ２５５０となる。力の配分は、以下のとおり計算される。
【００３５】
【数１】

【００３６】
　ここでＦは加えられた点力であり、ｄ１は着力点５２０から上縁５３０までの距離であ
り、ｄ２は上縁５３０と下縁５３５との距離であり、R１は下縁５３５における反力であ
る。力は、着力点からの距離に基づいて分配される。ｄ１＝１かつｄ２＝４の場合、各端
部における力は、以下のとおり計算される。
【００３７】
【数２】

【００３８】
　したがって、上縁５３０における力はＲ２＝７.５Ｆであり、下縁５３５における力は
Ｒ１＝２.５Ｆである。装着点を高くしたことで中心からずれた着力とした場合には、不
均等な締付圧が発生することを示す。
【００３９】
　装着点を高くしたことに起因する不均等な締付力を補償するために、フレームと回転台
との寸法は、耳用カバー上に締付力を分配させるように構成される。実施形態において、
回転台は、台の主回転方向に垂直な方向へのフレームと耳用カバーとの間の相対運動を制
限するように構成され、フレームと回転台との間の相対的な配置は、耳用カバー全体に締
付力を分配させるように構成される。
【００４０】
　一つの実施形態において、フレームは、耳用カバーに捩り力を加えて、耳用カバーの下
端にさらに締付力を提供するように構成される。かかる実施形態において、フレームの弾
性は、耳用カバーに角度方向の力を加えて、耳用カバーの下部を内側の着用者の頭部に向
かって付勢するのに使用される。一つの実施形態が図６に示され、ここで、初期（不使用
）位置にある耳用カバー６１０は、耳用カバーの下端部６４０が、耳用カバーの頂部６３
０に比べて、内側の着用者の頭部６６０に向かうことになる角度におけるフレーム６１５
及び回転台６２０の寸法によって保持されるので、着用者の頭部６６０に接触する耳用カ
バー６１０の側面は、点力の配分をモデル化するのに使用される線６０５に対して、角度
６５０に保持される。さらに、この実施形態において、回転台６２０は、台内で台の回転
部において略固定された位置に保持されたフレーム６１５の端部を保つことで、耳用カバ
ーと回転軸に垂直なフレームとの間の相対的な角度方向への運動を制限するように構成さ
れる。フレームと台の回転部とを相対的に固定された位置に保つことによって、フレーム
は、例えば図７に示したとおり、着用者の頭部６６０における位置に一度角度方向の力を
加えることができる。図７は、着用者の頭部６６０に装着した位置にある図６の耳用カバ
ー６１０を示す。図７において、フレーム６１５は、不使用位置７５０から外側７１０に
屈曲するので、耳用カバーの下縁６４０に加えられる力７４０を増大させる角度方向の力
を加える。このようにフレームの締付力と追加の捩り力とを組み合わせることで、着用者
の頭部６６０に接触する耳用カバーの側部７２０に対する均等な締付力を生み出すことが
できる。一つの実施形態において、捩り力をもたらすフレームに対する耳用カバー用の予
圧を加えた状態の角度は約１０度となる。
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【００４１】
　一つの実施形態において、フレームと回転台との間の相対的な配置によって、捩り力が
加えられる。フレームは、回転台の回転部内で相対的に固定された位置に保たれて、フレ
ームと回転台の主回転軸に垂直な台との間の相対的な運動を制限する。フレームと回転台
は、不使用状態において、耳用カバーの底部において内側に向かって角度をつけるように
、予圧を加えた状態の角度に保たれる。これは、回転台に対して角度をつけた耳用カバー
の耳接触面を有することで達成することができる。例えば、回転台は、フレーム端部がデ
ィスク内に位置することで、フレームからの力をディスク上に配分することを可能にする
ディスク・ピボット型の台とすることができる。ディスク６２０は、耳用カバー側部７２
０に対して角度をつけることで、フレーム端部が着用者の頭部上の位置にある時に、フレ
ーム端部を外側７１０に向かって屈曲させる。回転台の回転軸８１０は、ディスクに垂直
であるので、耳の頂部ではなく、着用者の耳の中心に向かって角度をつける。
【００４２】
　フレームは弾性骨組みを提供し、湾曲したバンド８５０着用者の頭部周り及び着用者の
顔面に沿って湾曲させ、比較的直線状の側縁８４０及び端部８３０が回転台８２０に係合
する。図８に示した例において、端部８３０は屈曲することで、側部が比較的直線状であ
り、目カバー位置と、着用者の頭部の頂部又は着用者のあごの下のいずれかの位置との間
の運動を容易にするために、着用者の頭部と平行な状態を保ちながら、さらなる捩り力を
もたらすように構成される。例えば、異なる弾性を有する材料は、フレームのさまざまな
部分に使用することができる。他の例において、厚さ、それゆえバンド又は弾性骨組みの
弾性は、バンド又は弾性骨組みの領域が異なると変わることがある。代替的に、フレーム
は、湾曲又はエルボーまでさまざまな形を取ることで、不使用及び着用位置において屈曲
及びフレーム形状を制御するように形成してもよい。他の実施形態を想定する。
【００４３】
　一つの実施形態において、フレームの弾性と、着用時のそれぞれの回転台内の左端部と
右端部の角度的な向きによって捩り力が提供される。図７及び８は、頭上位置にあるフレ
ームによって加えられる捩り力を示す。しかし、図９に示したように、耳用カバー組立体
は、フレームが、少なくとも一つの頭上位置９１０と目カバー位置９２０との間で移動す
るように構成される。図１０及び１１に、それぞれ本発明の実施形態における頭上及び目
カバー位置において、不使用時及び着用時のフレーム端部をさらに示すために、部分９３
０及び９４０をより詳細に示す。図１０は、頭上位置９３０における屈曲するフレーム端
部を比較で見た図を提供する。上に論じたように、頭上位置において、フレーム９１０の
端部は、不使用時１０１０において直線状であり、着用時には外側に屈曲している。この
例において、着用時にフレームが頭上（垂直）である場合には、バンドは、約１０度屈曲
することで、耳用カバーに捩り力を加える。外側への屈曲量及びフレーム材料の弾性は、
フレーム端部によって耳用カバー９５０に加えられる捩り力の量を決める。
【００４４】
　目カバー位置にあり、フレームは水平である場合には、捩り力をさらに加える必要があ
る。さらに力を加えることで耳用カバーの下部を内側に付勢し、目カバー位置においてよ
り均等な締付力をもたらすために、フレームは縦方向にも捩れる（例えば１０度捩れる）
ように構成される。図１１に示したように、不使用時１１１０に対する着用時１１２０に
おいて、目カバー位置においてフレームが縦方向に捩れることで、さらなる締付力をもた
らすことができる。着用位置１１２０において、フレーム９１０の端部が縦方向に捩られ
ることで、フレームの下縁が着用者の頭部に対して外側に角度をつける。捩り力は、耳用
カバーの下部にさらに締付力をもたらすことができる。
【００４５】
　フレームの弾性によって耳用カバーの下縁に向かって捩り力を加えさせるようなフレー
ム、耳用カバー及び台のどのような構成でも、ずらした装着位置用に耳に対する締付けを
改善することができる。このような構成であればどんなものでも、本発明の範囲内で検討
される。
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【００４６】
　一つの実施形態において、台とフレームの相対的な配置とフレームの弾性を組み合わせ
て、頭上及び目カバー位置の両方において、フレームに捩り力がもたらされる。実施形態
では、フレームのあご下位置も実現することができる。一つの実施形態において、各回転
台は、着用時のフレームのあらゆる回転の向きにおいても、台内部で保持されるフレーム
端部の最下部が、台内部で保持されるフレーム部の最上部に対して外側に角度をつけるこ
とで、着用時に捩り力を引き起こすように各フレーム端部を保持するように構成される。
フレームの最下縁を外側に角度をつけた位置に保つことで、フレームの弾性によって下縁
を内側に付勢する捩り力が加えられる。図６～８における耳用カバー側に対して角度をつ
けた（図示したとおり）回転台を有する比較的幅広のバンドがあることで、目カバー位置
まで下ろしてさらに捩り力を加えた時に、フレームに縦方向に捩れを生じさせることがで
きる。
【００４７】
　課題は、比較的幅の狭いフレームとした場合、目カバー位置においてフレームに捩り力
をもたらすことにある。幅の狭いフレームは、製造に必要となる材料がより少なくて済み
、視力を制限する可能性がより低くなり、より軽量とすることができ、着用時の快適性を
高めることがあるので、望ましいとすることができる。また、より幅の狭いフレームを実
現すれば、美的観点と機能面の双方から、より多くのデザインの選択肢を可能とすること
ができる。例えば、比較的幅の狭いフレームを、サングラスのフレームの美観要素用の装
飾やファッショナブルなデザイン要素用の機能を有する骨組みとしての役割を果たすこと
が可能になる。比較的幅の狭いフレームは、十分に軽量で強度を有することで、比較的重
量のある目用カバー組立体、保護用フェースマスク、丈夫な安全ゴーグル又はバイザーが
支えられるようにすることが可能である。
【００４８】
　一つの実施形態において、比較的幅の狭いフレームの場合に目カバー位置で十分な捩り
力をもたらすという課題は、主回転軸から耳用カバーの中心に向かってずれた回転台内に
フレーム装着位置を有することで対処される。これは、フレームが目カバー位置にある場
合には、耳用カバー中心とフレーム締付位置との間の距離を小さくするという効果を有す
る。これは、耳用カバーの上端と下端との間の締付力の分配の相違を減らす。これは、フ
レームが目カバー位置にある場合には、より均等な締付に必要とされるさらなる捩り力を
より少なくすることを可能にする。これは、図１２～１５を参照してより詳細に説明され
る。図１２は、回転台１２２０を用いてフレーム１２５０に取付けられた耳用カバー１２
１０を示し、フレーム１２５０は頭上位置及び不使用位置にあり、耳用カバー１２１０は
、上縁１２３０に対して下縁１２４０で内側に角度をつけられている。バンド１２５０に
よって、台１２２０の回転軸１２６０に加えられる締付力１０Ｆ（この位置では、追加の
捩り力は発生していない）は、不均等に配分され、下縁１２４０（２.５Ｆ）より上縁１
２３０（７.５Ｆ）に大きい締付力が発生する。着力点１２６０と耳用カバー１２７０の
中心とのずれｄ１は、不均等な力の配分を引き起こす。上の実施形態において論じたよう
に、旋回点からずれた台において支持されているので、目カバー位置において、耳用カバ
ーの中心により近い台の回転軸の下に保持される。図１３は、締付力が加えられる箇所が
、耳用カバー１２１０の中心線１２７０により近い場合の力の配分の効果を示す。例えば
、ｄ２＜ｄ１の場合に、耳用カバー１２１０の上縁１３５０（６Ｆ）と下縁（４Ｆ）との
間でのフレーム１３５０による締付力（１０Ｆ）の配分の間の差は、より小さくなる。そ
れゆえ、目カバー位置１３５０におけるフレームの捩れを介して供給されるより小さい追
加の捩り力でも、着用時に耳用カバーを固定するのに十分としてよい。図１４は、着用位
置にある耳用カバー１２１０を示し、フレーム１４５０及び１４１０は捩れて、ずれた（
より高い位置の）装着箇所とバランスを保つために追加の力を加える。この例では、図１
５に示したような、約７度の捩れで十分としてよい。フレーム取付け箇所が回転台の軸の
下で、目カバー位置では耳用カバーの中心のより近くにあることから、耳用カバー用の荷
重の実情は、頭上位置と目カバー位置との間では異なる。さらに、目カバー位置では、よ
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り小さい捩り力を使用することができる。これによって、フレームに必要な捩れをより小
さくすることができる。
【００４９】
　図１６ａは、フレーム１６５０の端部を回転台１６２０に固定する溝１６１０があるこ
とで、フレーム１６５０が頭上位置から目カバー位置まで移動する際に、フレーム捩れ角
の相違をもたらす実施形態の一例を示す。図１６ｂは、セクション１６７０をより詳細に
示す。この実施形態において、溝１６１０は、角度をつけた壁を有し、溝内でのフレーム
の若干の運動を可能にするが、回転運動も制限するので、フレームは壁と係合し、フレー
ムの捩れを引き起こす。この実施形態において、壁は角度をつけているので、溝１６１０
内でのフレームのわずか３度１６６０分の運動を可能にする。それゆえ、フレームが目カ
バー位置にあって台と耳用カバー側との相対的な角度が１０度である場合には、耳用カバ
ーとフレームの間の角度は、図１６ａに示したように７度に減少する。異なる実施形態で
は別の相対的な角度を使用することができ、選択された配置も、フレーム材料の弾性に応
じて変更することができると評価されるべきである。
【００５０】
　図１７ａと１７ｂは、耳用カバーの実施形態と回転台の相対的な配置とを示す。回転台
１７２０は、回転面１７２５が耳用カバーの耳接触縁を通る平面１７１５に対して角度を
つけられるように配向される。回転台１７２０は、フレーム端部１７５０を収容する溝１
７３０を含み、溝は、台１７２０の主回転軸１７３５から耳用カバー中心１７４０の方向
にずれている。フレーム端部１７５０は、溝１７３０内の一以上の表面に係合するように
構成される。耳用カバー１７１０が着用者の耳に被さっている着用位置に達するために、
フレームは、目カバー位置（略水平）に下げられ、溝１７３０は、図１７ｂに示したよう
に耳用カバーを通る中央線に対して略垂直となる。溝１７３０内の表面は、溝が耳用カバ
ーを通る中央線に対して略垂直となる回転位置において、表面がフレーム端部１７５０の
縦方向の捩れを引き起こし、着用時に捩り力を引き起こす。フレーム１７５０が上の図６
～８に示したように、頭上位置にあるようにするために、溝１７３０は、耳用カバーの中
心を通る中央線に略平行となり、溝の表面との接触は、耳接触縁１７１５の平面に対する
溝１７３０の角度が原因で、フレーム端部の縦方向の屈曲を引き起こし、着用時に捩り力
をもたらす。耳接触縁の平面及びずれた溝に対する回転台の角度によって、装置が着用位
置にある時に、フレームの最下部が着用者の頭部の外側に押しやられ、フレームによって
捩り力が回転台に加えられると評価されるべきである。捩り力は、耳用カバーの下部に追
加の力を加えるので、回転台が耳用カバーの中心より上に位置することを原因とする不均
等な締付力を補償する。
【００５１】
　一つの実施形態において、フレーム端部は、回転台の溝内の表面に係合するために平面
状である。しかし、他の実施形態が想定され、例えば一つの実施形態において、フレーム
は、溝表面に係合するよう湾曲された端部を有するワイヤとすることができる。代替的に
、フレーム端部は、溝内部の表面に共に作用するように係合するように形成された外形を
有し、例えば、溝内の表面に係合する突起を有することができる。一つの実施形態におい
て、フレームは、弾性を有する略平面状のバンドであり、着用者の顔の周りで湾曲するよ
うに形成され、溝内部の表面に係合するように平面状の端部を有する。
【００５２】
　耳用カバー及び回転台組立体の好ましい実施形態を図１８～２０に示す。この実施形態
において、耳用カバー１８１０，１８１５は、耳用カバーの上部に固定位置とした回転台
ソケット１８２０，１８２５と、ソケットに収容されて、フレーム端部を収容する溝１８
５０を含む回転プラグを形成する回転組立体部品１８３０，１８４０とを備える。ソケッ
ト１８２０，１８２５は、プラグの回転面が耳用カバーの耳接触縁の平面に対して角度を
つけられるように配向される。この実施形態において、耳用カバーは、ソケットが内部に
形成される硬質の外側シェルを有する。通常、硬質の外側シェルは、硬質の外側シェルが
良好な防音特性をもたらすことができるので、安全機器及び電子ヘッドホン用に使用され
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る。しかし、他の実施形態、例えば、上に論じたような回転台と耳用カバー縁部との相対
的な方向を維持する硬質のフレーム部材を有する軟質シェル型耳用カバーも想定され、か
かる実施形態は、低温かつ明るさのある条件でスキー用又はその他屋外で着用するための
一対の加温用イヤーマフ及びサングラスを形成するフレームを有する組立体に適している
とすることができる。
【００５３】
　あらゆる実施形態について、いったん耳用カバー装置が組立てられると、それぞれの耳
用カバーとフレームとの間の相対的な配向が原因で、左右用に構成することで捩れをもた
らすと評価されるべきである。さらに、目用カバー組立体は、通常、着用者の鼻柱にかか
るように形成された部分を有する。装置は、左右用に構成した台を有する対称の耳用カバ
ーを用いて組立て、いったん組立てられると、耳用カバー用に相対的に角度をつけられた
配向をもたらすよう形成される。代替的に、耳用カバーは、非対称とすることができる。
【００５４】
　図１８に示した実施形態において、二つの耳用カバーは非対称であり、耳用カバー装置
は対とした左右の耳用カバーを含む。この実施形態において、左右の耳用カバーシェルは
、フレーム用にずらした旋回軸位置が原因で、非対称である。非対称の各耳用カバーは、
回転台のプラグの回転面が、耳接触縁部を通る平面に対して角度をつけることで、理想的
なプラグを左右の耳用カバー用の回転台を組立てるのに使用することが可能になるように
配向される。この実施形態において、回転台プラグ１８３５（図２０に組立てた状態で示
し、旋回軸ナックルと呼ばれる）は、主回転プラグ部品１８３０とカバー１８４０とを備
える。主回転台プラグ部品は、フレーム収容溝１８５０内に角度をつけた面１８５５を含
んでいるので、上に論じたとおり、フレーム角度が調節され、目カバー位置において捩れ
る。溝２１５０内の表面の角度は、図２１ｄにも認められる。主回転プラグ部品は、自己
潤滑性アセタールポリマーで成形することができる。主回転プラグは、ソケットとの最小
限の接触箇所を使用することで、表面間の表面摩擦を抑えて回転を容易にするように構成
することができる。実施形態は、陥凹とポケットを含むことで、旋回軸のキャビティにた
まることがあるホコリや破片を、回転接触面と離れた位置に配分することが可能になる。
これは、工業用又は鉱山用の目・耳安全装置といった、過酷な環境での使用のために構成
された実施形態で特に有利なため、自由選択の構成である。この構成は、ステレオヘッド
ホン用といった都市での用途のために構成された実施形態では、それほどの重要性はない
と言える。
【００５５】
　主回転部品の実施形態は、図２１ａ～２１ｄにより詳細に示す。図２１ａは、主回転プ
ラグ部品２１１０の下側を示す。主回転プラグ部品２１１０は、それぞれ左右に操作する
ために、ソケット内で回転台を正し配向するようにも構成されたソケット内で主回転台プ
ラグを保持する差込構成２１１１,２１１２,２１１３を含むことができる。例えば、図示
した実施形態は、ソケット１８２０（図１９に示す）の前部に形成された小型ロック部品
１８２１と係合する小型差込口ロック構成２１１１と、ソケット１８２０に形成されたよ
り大型のロック部品１８２２,１８２３と係合するより大型の二つの差込口ロック構成２
１１２,２１１３とを使用する。スナップロック構成２１１３の外側の図も図２１ｃに示
す。これらのソケットロック部品は、台が確実に適切な配向を有するように各ソケットに
構成される。これは、組立て時のミスの可能性を抑えていずれかの側に同一の部品を使用
することができることを意味する。
【００５６】
　主回転部品は、ソケットにスナップロックされるように構成することができる。図示し
た実施形態において、大型の二つの差込構成２１１２,２１１３は、バネ負荷を加えたス
ナップロック構成を含む。回転台は、キャップをプラグにロックする構成も含む。回転台
は、ラチェット式調節機構用のバネアーム２１２０を含むことで、フレームの端部に沿っ
て台の位置を調節する、例えば、異なる頭部のサイズに合わせて調節することを可能にし
、かつ、フレーム位置を調節する、例えば着用者のあごを超えて回転させることを可能に
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することができる。図２２ａ～２２ｃは、フレームの端部に沿った耳用カバーの異なる位
置を示す。
【００５７】
　この実施形態は、左右双方の回転台のプラグ及び左右の耳用カバーを正しく合わせる必
要性をなくすことで、組立てが容易になるといった製造上の利点を有することができる。
左右の回転台で同一のプラグ部品を使用することができるようになるので、部品点数を減
らすことを通じて、製造コストを減らすことができる。この点は、スペア部品及び修理の
管理にも有利とすることができる。
【００５８】
　フレームは、組立体の重要な部品であり、フレームの弾性により、耳用カバーを固定す
る締付力、捩り力の両方がもたらされる。フレームは、着用者の頭部を取囲むように形成
された中央部と、回転台に係合するように構成されたそれぞれ左右の端部とを含む。中央
部は、あらゆる形状のバイザー又は目用保護具とすることができる目用カバー組立体を支
持するように構成される。フレームは、フレームの右端部と、中央部と、左端部とにわた
って延在して、締付力を加える弾性をもたらす弾性骨組みを含むことができる。例えば、
目標とする締付力は、８～１８ニュートンの範囲とすることができる。必要な締付力は、
物品の性質及び用途に基づいて変わることがある。安全ゴーグルに使用される実施形態に
おいて、目標とする締付範囲は１０～１２Ｎとすることができるが、人が概ね動かない状
態で着用されるように設計されたブルーライトフィルタリングバイザーを備えるヘッドホ
ンでは、６～８Ｎといったさらに低い締付力を必要としてもよい。動きの多いスポーツ、
鉱山作業又は緊急作業用に構成された物品は、より高い締付力を必要とすることがある。
【００５９】
　一つの実施形態において、弾性骨組みは、左端部と右端部の全体にわたって略平坦とし
た縦長の湾曲を有するバンドとすることができる。バンドは、弾性を有する金属で形成す
ることができる。代替的に、バンドは、材料の一以上の層を含む複合構造体を有すること
ができる。材料は、弾性をもたらすために接合又は積層することができる。一つの実施形
態において、バンドは、弾性材料の一以上の層を積層構造にした複合構造体を備える。
【００６０】
　いくつかの実施形態において、フレーム又はフレーム骨組みは、必要な剛性及び弾性を
有するプラスチック材料で形成する又はこれを含むことで、フレームの機能上の要件を満
たすことができる。いくつかの実施形態に適しているとすることができる材料には、ポリ
オキシメチレン（ＰＯＭ）、或いは、ポリカーボネート・ポリブチレンテレフタレート（
ＰＣ／ＰＢＴ又はＰＣ＋ＰＢＴ）又はポリカーボネート・ポリエチレンテレフタレート（
ＰＣ／ＰＥＴ又はＰＣ＋ＰＥＴ）といったポリエステル・ポリカーボネート配合プラスチ
ックが含まれるが、これには限定されない。しかし、十分な強度、剛性及び弾性を有する
材料を使用することができる。例えば、曲げ強さは６０～１００ＭＰａの範囲とする。フ
レームの局限された領域においては、最大応力を曲げ強さの５０％未満に抑えることが望
ましい。物品が着用されている間に、フレーム材料は、長期間にわたり高い応力レベルに
さらされるので、材料の曲げ強さの半分を超えることは推奨されない。応力が曲げ強さの
半分を超えた場合には、時間の経過と共に材料の強度が低下する可能性があり、結果とし
てフレームに応力破壊又は疲労破壊が発生することがある。
【００６１】
　図２ａ～２ｃに示した安全メガネを例とした実施形態において、良好な動作結果を達成
するために、フレームは、不使用時の分離幅から展開させた場合のフレームアーム、すな
わち不使用時の幅１１４ｍｍから展開時の幅２５５ｍｍまで展開させた状態のアームで、
最大展開幅を３００ｍｍとするものを介して、好ましくは１０～１２Ｎの間とした、目的
とするフレーム力を作用させるように設計される必要がある。
【００６２】
　一つの実施形態において、バンドは非金属のコーティングを有する。例えば、露出した
金属が望ましくない又は禁止されている用途では、フレームは、ポリマーコーティングを
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施した金属フレームとすることができる。一つの例において、鉱山作業におけるオースト
ラリアの安全規制は、安全装置が露出した金属を有することを全く認めていない。かかる
用途では、フレームが弾性を有する金属バンドを含む場合には、この金属バンドは、プラ
スチック他の非金属のコーティングで包むことができる。
【００６３】
　一つの実施形態において、コーティングは、フレームの弾性特性に貢献することができ
る。非金属のコーティングは、フレームの弾性を高めることができる。例えば、バンド式
のフレームに金属被覆するに当たり、プラスチックコーティングを加えれば、フレームの
剛性を高め、ここでフレームに加えられることがある捩り力を高めることができる。例え
ば、プラスチックコーティングを使用した場合には、プラスチックコーティングの厚さ及
び／又は硬度は、フレーム全体の剛性に影響を及ぼすことがある。コーティングに使用さ
れる材料の種類は、目標とするバンドの特性に基づいて選択することができ、装置の目標
とする用途に応じて決定することができる。一つの実施形態において、フレームの異なる
領域に異なるコーティングを使用することで、フレームの長さ全体にわたって弾性特性を
変えることができる。例えば、略硬質又は硬質のプラスチックコーティングを、目用カバ
ー組立体が装着されるフレームの領域に使用することができる。これは、フレームの屈曲
が目用カバー組立体に伝達されるのを制限する又は防止するために望ましいとすることが
できる。例えば安全メガネにおいて、フレームは、目用カバー組立体を中央部に装着する
ように構成された非弾性目用カバー組立体用台を備える。
【００６４】
　安全用の目用カバー組立体は、安全メガネ、安全バイザー又はマスクとして構成された
ものを含むことができる。一つの実施形態は、弾道保護用目用カバー組立体を含むことが
できる。他の実施形態において、目用カバー組立体は、サングラスとして構成することが
できる。
【００６５】
　他の実施形態において、目用カバー組立体は、眼精疲労を再現するように構成されたバ
イザー又はレンズ、例えば、眼精疲労に関連する若干の光波長をフィルタリングする材料
又はコーティングを含むバイザー又はレンズを備えることができる。一つの実施形態にお
いて、目用カバー組立体は、眼の疲れに関連する若干の「ブルーライト」光波長をフィル
タリングすることで眼精疲労を軽減するように構成されたゲーム用メガネとして構成する
ことができる。ゲーム用メガネ組立体の実施形態は、ある一つ又はそれ以上の偏波といっ
た形でゲームのプレイ体験を高め、三次元効果を実現し、スクリーンのグレアを軽減し、
画像の色やコントラストを高めるように構成することができる。他の実施形態において、
目用カバー組立体は、バーチャルリアリティーバイザー又はゴーグルと、光学頭部装着式
ディスプレイと、カメラと、ウェアラブルコンピュータとなるメガネ（スマートグラス）
等を含むことができる。
【００６６】
　一つの実施形態において、目用カバー組立体は、暗視ゴーグル又は双眼鏡を含むことも
できる。
【００６７】
　一つの実施形態において、カメラは、耳用カバーに装着することもできる。カメラは、
耳用カバーに装着して、着用者が顔を向けた方向に向けることができる。これは、フレー
ムその他の頭部装着具による妨害の可能性を抑えることもでき、例えば着用者が目用カバ
ーを下ろすと、通常はこの目用カバーがアゴの下に来て、一部下ろした場合にはカメラを
妨害することもあるが、着用者の視界又は顔の下部を妨害する可能性もある。耳用カバー
装着式カメラを使用した場合、目用カバー組立体がカメラを前方に焦点を合わせることが
できるようにすることは必要としなくともよい。というのは、フレーム位置はしばしば変
更されるが、耳用カバーは依然として着用者の耳に装着されたままだからである。カメラ
を各耳カバーに装着して、視野を改善することができる。例えば、耳用カバー装着式カメ
ラは、視野の一部が着用者の顔によって妨害されているが、これは、各耳用カバーにカメ
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ラを使用することで補償することができる。
【００６８】
　いくつかの実施形態において、目用カバー組立体は、視力矯正レンズを含むように構成
される。目用カバー組立体は、視力矯正レンズの取外し可能な取付けを可能にするように
構成される。例えば、フレームは、視力矯正レンズの挿入用の開口又はポケットを含むこ
とができる。代替的に、視力矯正レンズはフレームに装着することができるバイザーに取
付けることができ、バイザーは取外し可能とすることができる。代替的に、バイザーはフ
レームに固定することができ、耳用カバーは耳保護具に取外し可能に取付けることができ
る。例えば、組立体キットは、サングラスのバイザーを有するフレームと、安全メガネの
バイザーを有するフレームと、各フレームに取付け可能な一対の耳用カバーとを含むこと
ができる。目用カバー組立体は、内蔵された視力矯正レンズを含むことができる。目用カ
バー組立体は、フレームに取外し可能に取付けることもできる。
【００６９】
　耳用カバー組立体は、それぞれの左端部と右端部に沿って各耳用カバーの位置の調節を
可能にするように構成することができる。例えば、台は、図２２ａ～２２ｃに示したよう
に、耳用カバーがフレームに沿ってスライドすることを可能にするように構成することが
できる。一つの実施形態において、回転台は、各フレーム端部に沿った回転台のスライド
を可能にする溝を有して構成される。一つの実施形態において、フレーム端部はラチェッ
ト部を含み、回転台はラチェット部と係合して、フレーム端部に沿った回転台の意図しな
いスライドを阻止するように構成される。例えば、図２１ａに示した回転台プラグは、ラ
チェット調節バネを含むので、フレーム端部のラチェット部と係合して、フレーム端部に
沿った意図しない移動を阻止する。
【００７０】
　代替的な実施形態において、回転台と各フレーム端部との間の表面の摩擦は、各フレー
ム端部に沿った回転台の意図しないスライドを阻止する。
【００７１】
　耳用カバーは、着用者の聴覚の保護をもたらすように構成されたイヤーマフ型の耳保護
具である。一つの実施形態において、耳保護具は、着用者の外耳を覆うのに適合させられ
た内側防音部と、硬質材料から作られ、内側防音部に取付けられた外側シェルとを備え、
回転台は、耳保護具の外側シェルに取付けられる。一つの実施形態において、回転台ソケ
ットは、硬質の外側シェル内に形成される。シェルは、自由選択で取外され交換されるの
に適合された取外し部を含むことができる。例えば、これによって、外側シェルの開口を
介してさらに防音材を追加する又は取外すことで、耳保護具の防音性能を調節することが
可能になる。
【００７２】
　他の実施形態において、少なくとも一つの耳用カバーは、ワイヤレスレシーバとスピー
カとを備える電子機器を含む。レシーバとスピーカは、携帯電話、ラジオ、音楽プレイヤ
ー、コンピュータ、ミキシングデスク等の機器に有線又は無線で接続することができる。
レシーバは、無線の、例えばＦＭ、ＡＭ、ＤＡＢレシーバとすることができる。レシーバ
は、無線送受信機、例えばＷｉＦｉ、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ、双方向ラジオレシーバ等とす
ることができる。耳用カバーは、携帯電話、コンピュータ、音楽プレイヤー等の機器と使
用されるＢｌｕｅｔｏｏｔｈハンズフリー通信機器を含むことができる。代替的に、耳用
カバーは、双方向ラジオを含むことができる。
【００７３】
　実施形態は、目用カバーの一つから延在するマイクロホンを含むことができる。マイク
ロホンは双方向ラジオ又は通信装置の一部とすることができる。代替的に、マイクロホン
は、有線又は無線接続を介して、コンピュータシステム又はその他の機器にリンクさせる
ことができる。マイクロホンを有する実施形態は、スピーカを内蔵した少なくとも一つの
耳用カバーを有することができる。一つの実施形態において、組立体はヘッドホンとマイ
クロホンとを含む。一つの実施形態において、組立体は、ステレオヘッドホンと、マイク
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ロホンと、ゲーム用に構成された目用組立体とを含む。代替的な実施形態において、組立
体は、工業、法執行、護衛サービス、消防又は軍事用途で使用されるように構成し、耳用
カバー及びマイクロホンに、無線双方向通信機器を備えることができる。一つの実施形態
において、マイクロホンは耳用カバー、例えば固定式又は調節可能な台を介して耳用カバ
ーに取付けられた軸に取付けられ、軸は、着用時に着用者の口の近くでマイクロホンを支
持するように構成される。軸台は、耳用カバーの邪魔とならずに、着用者の台に対するマ
イクロホン位置を調節することを可能にする第二の回転台とすることができる。他の実施
形態において、マイクロホンは耳用カバーに埋め込むことができる。
【００７４】
　代替的な実施形態において、耳用カバー組立体のフレームは、目用カバー組立体を支え
るのに使用されず、フレームは、マイクロホン又はマスクといった、着用者の口の近くで
着用される機器を支える。かかる実施形態は、目用カバーが必要ない状況、例えば受付担
当、ゲーム、配車オペレータ、コールセンター職員、オフィスワーカ、セールス、フロア
マネージャ、セキュリティ要員、スポーツコーチ／トレーナ、ラジオジャーナリスト、映
画／ビデオ制作クルー、スポーツコメンテータ、舞台主任、パイロット、ラリー／レーシ
ングカーのドライバー、建築設備作業員、現場監督等用の電話又はコンピュータヘッドセ
ット用に使用することができる。実施形態では、有線又は無線の通信プロトコルを使用す
ることができる。組立体の構成は、所期の用途に応じて異なる。例えば、室内オフィスの
用途のヘッドセットは、見た目と快適性を優先して設計されたフレームを有して軽量とす
ることができる。というのは、装置を着用している間、着用者は比較的静止していること
が多い又は衝撃の少ない動作に関与するので、装置の位置を維持するのに必要とされる弾
性は、ラリーカーのドライバー又はセキュリティ要員が着用するために設計された装置よ
りも大幅に小さくなるからである。オフィスタイプの用途で設計された装置は、一つのみ
とした耳用カバーを含むことができ、フレームは、一方の側では回転台を介して耳用カバ
ーに取付けられ、他方の側では、着用者の頭部にもたれかかるパッド又はバーに回転可能
に装着することができる。
【００７５】
　工業、軍事、法執行、消防又はスポーツ等用の実施形態において、より強力な締付力及
び捩り力をもたらすことで、装置が使用中に外れる可能性を低減するように設計された、
より強度の高いフレームを有することができる。
【００７６】
　フレームがマイクロホン又は他の同様の装置を支える場合には、回転台がずれて耳用カ
バーの中心の下方に来ることができると評価されるべきである。回転台とフレームとの間
の配置は、フレームを捩れさせることで、耳用カバー全体に締付力を配分するよう構成す
ることができ、捩り力は、耳用カバーの上部に加えられる締付力を増大させるように作用
する。回転台の個所をより低くすると、いくつかの用途、例えば、軍事、モータースポー
ツ、機体整備員用といった、装置を各種ヘルメットと共に着用することができる場合には
有利とすることができる。回転台の個所をより低くすれば、耳用カバーの頂部が、いくつ
かのタイプの頭部装着具の邪魔となりにくい肉薄の輪郭を有することが可能になる。
【００７７】
　いくつかの実施形態において、回転台を中心に位置させて、回転台とフレームとの相対
的な配置は、異なる回転位置におけるフレームの捩れによって加えられる締付力の量を調
節するように構成することができる。例えば、オフィスワーカタイプの用途のマイクロホ
ンを装着する耳用カバー組立体において、相対的な配置は、マイクロホンが着用者の口の
近くに来るようにフレームが回転する場合には増大した締付力を加え、フレームがアゴの
下の不使用位置にあるため、マイクロホンが使用されておらず、長期間にわたって着用さ
れる装置の快適性を高めることを可能にする場合に、着用者が加えられる圧力を低下させ
ることができる場合に、低下した締付圧を加えるように構成することができる。多くの仕
事場では開放的な設計とした作業環境を有しているので、かかる環境では、背景の雑音が
ある人々には問題となることがある。ノイズキャンセリング式の電子機器（音楽を聴いて
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いない又は電話対応をしていない場合でも）を有するヘッドホンを着用することは、背景
の雑音による注意力の低下を抑えるために使用することができる一つの対策である。マイ
クロホンが不使用位置にある時に、締付力を低下することを可能にすることで、長期にわ
たって装置をより快適に着用することを可能にする。特に、ノイズキャンセリング式の電
子機器を含む実施形態において、締付圧を低下させることが可能になれば、装置を長期間
着用する上での許容性が高まる。頭上にバンドをかけることが必要なければ、ヘアスタイ
ルや頭部装着具による邪魔が少なくなるので、これを利点とする人もいてよい。
【００７８】
　代替的な実施形態において、耳用カバー組立体は、マイクロホンと目用カバーの両方を
支えることができる。カメラ、センサ、ヘッドアップディスプレイ等といった他の装置は
、フレームに内蔵することができる。かかる実施形態において、例えばスマートグラスの
ように、一以上の装置を目用カバーと一体化することができる。代替的に、又は追加とし
て、フレームは装置用の追加の台を備えることができる。
【００７９】
　一つの実施形態において、耳用カバーは、一対のヘッドホンとして構成される。一つの
例において、耳用カバーはステレオヘッドホンとすることができる。例えば、耳用カバー
は、携帯電話又は音楽プレイヤーから音楽を聴くための無線のＢｌｕｅｔｏｏｔｈ又はＷ
ｉＦｉレシーバを有することができる。かかる実施形態において、目用カバーは、サング
ラス又は視力矯正メガネとすることができる。
【００８０】
　いくつかの実施形態において、目用カバー組立体は、いくつかの視力矯正特性を有する
ことができ、例えば、目用カバー組立体は、処方されたレンズを装置に組込むことを可能
にするように構成することができる。目用カバー組立体は、色付けする及び／又は極性を
有することで、日光及びグレアからの保護をなすこともできる。
【００８１】
　マフ型の耳用カバーにおいて周知の問題は、安全メガネ又は通常のメガネと着用した場
合に、耳用カバーと着用者の頭部との間の防音シールが破損することである。メガネのア
ームがイヤーマフを着用者の頭部から離れる方向に押しやり、時に大きなすき間を生じさ
せることがある。これは、着用者にもたらされる防音を低下させる。これは、イヤーマフ
型の耳保護具において周知の問題である。さらに、イヤーマフによって安全メガネ又は安
全ゴーグルが着用者の頭部に押付けられると不快になることがある。不快さのレベルは時
間と共に増大することがある。これは、安全機器のみならず、例えば音楽を聴くためにヘ
ッドホンをサングラスやメガネと共に着用するには問題となる。本発明の実施形態は、異
なる構成の耳用カバー・目用カバー併用装置を可能にすることで、この問題に解決をもた
らす。
【００８２】
　本発明の当業者にとって、本発明の趣旨および範囲から逸脱することなく、さまざまな
修正を行なうことができることは理解される。
【００８３】
　以下の特許請求の範囲及び以上の説明において、明示的な用語又は必要な含みを持たせ
ることを理由として前後関係から別途必要となる場合を除き、「を備える（ｃｏｍｐｒｉ
ｓｅ）」という語、さらに“ｃｏｍｐｒｉｓｅｓ”又はｃｏｍｐｒｉｓｉｎｇ”といった
その変化形は、「含む」という意味で、すなわち記載された技術的特徴が存在することを
明記するために使用されるが、本発明のさまざまな実施形態において別の技術的特徴が存
在するのを排除するために使用されるのではない。
【００８４】
　本明細書中で、何らかの先行技術の刊行物が言及された場合には、かかる引用は、この
刊行物が、オーストラリアその他の国で通常使用される一般的な知識であることの自認を
表すものではない。
【符号の説明】
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【００８５】
１００　耳用カバー組立体
１１０　耳用カバー
１２０　回転台
１３０　弾性フレーム

【図１】 【図２ａ】
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【図２ｂ】 【図２ｃ】

【図２ｄ】 【図３ａ】
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【図３ｄ】 【図４ａ】
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【図８】 【図９】

【図１０】 【図１１】
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【図１２】 【図１３】

【図１４】 【図１５】



(28) JP 2020-520574 A 2020.7.9
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【図１７ａ】 【図１７ｂ】
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【図１８】 【図１９】

【図２０】 【図２１ａ】
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【図２１ｂ】 【図２１ｃ】

【図２１ｄ】 【図２２ａ】
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【図２２ｂ】 【図２２ｃ】

【手続補正書】
【提出日】平成31年3月26日(2019.3.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　耳用カバー組立体において、
　各耳用カバーが該耳用カバーの中心からずれた装着位置に位置する回転台を有する二つ
の耳用カバーと、
　右端部と、中央部と、左端部とを含む弾性フレームと、
　前記右端部と前記左端部とのそれぞれは、前記回転台を介して前記耳用カバーのそれぞ
れ一つに取付けられるように構成され、
　前記中央部は、前記右端部と前記左端部を配向して、使用時に着用者の耳を覆うように
配置するために、前記耳用カバーを互いに反対方向に保持し、着用者の顔の前に配置する
ために、前記組立体を支えるように構成され、
　前記フレームは、前記耳用カバーを内側に付勢することで、前記着用者の頭部に前記組
立体を固定するように締付力を加えるように構成され、
　前記回転台は、前記台の主回転方向に垂直な方向への前記フレームと前記耳用カバーと
の間の相対運動を制限するように構成され、
　前記フレームと前記回転台との間の相対的な配置は、前記耳用カバー全体に前記締付力
を分配させることで、ずらされた台位置を補償するように構成される、耳用カバー組立体
。
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【請求項２】
　前記フレームと前記回転台との相対的な配置は、前記フレームの回転位置に基づいて前
記フレームによって加えられる前記締付力を変化させるように構成される、請求項１に記
載の耳用カバー組立体。
【請求項３】
　前記フレームと前記回転台との間の前記相対的な配置によって、捩り力が加えられる、
請求項２に記載の耳用カバー組立体。
【請求項４】
　前記フレームの弾性と、着用時のそれぞれの前記回転台内の前記左端部と前記右端部の
角度的な向きによって前記捩り力がもたらされる、請求項３に記載の耳用カバー組立体。
【請求項５】
　前記回転台は、最も中心にある部分が、前記台内部で保持されるそれぞれ前記左端部と
前記右端部の少なくとも中央にある部分に対して、前記耳用カバーの中心の外側に向かっ
て角度をつけることで、着用時に前記捩り力を引き起こすように、あらゆる回転による配
向のために、前記台内部で保持されるそれぞれ前記左端部と前記右端部が前記耳用カバー
の中心に対して角度をつけるように、それぞれ前記左端部と前記右端部を保持するように
構成される、請求項４に記載の耳用カバー組立体。
【請求項６】
　前記回転台は、回転面が、前記耳用カバーの耳接触面を通る平面に対して角度をつける
ように配向され、それぞれ前記左端部と前記右端部を収容する溝を含み、該溝は主回転軸
から前記耳用カバーの前記中心に向かう方向にずれ、前記左端部と前記右端部は、前記溝
内の一以上の表面に係合するように構成され、前記溝内の前記表面は、前記溝が前記耳用
カバーの中心を通る中央線に略垂直になる回転位置において、前記表面がそれぞれの端部
の縦方向の捩れを引き起こすことで、着用時に前記捩り力を引き起こすように構成され、
前記耳用カバーの前記耳接触面を通る前記平面に対する前記溝の角度が原因で、前記耳用
カバーの前記中心を通る前記中央線に略平行になる前記回転位置において、それぞれ前記
左端部と前記右端部の縦方向の屈曲を引き起こすことで、着用時に前記捩り力をもたらす
ように構成される、請求項５に記載の耳用カバー組立体。
【請求項７】
　前記左端部と前記右端部は、前記回転台内の前記表面に係合する平面状部を有する、請
求項６に記載の耳用カバー組立体。
【請求項８】
　前記フレームによって支えられる前記組立体は、目用カバー組立体である、先行する請
求項のいずれかに記載の耳用カバー組立体。
【請求項９】
　前記フレームによって支えられる前記組立体は、マイクロホンである、請求項１乃至７
のいずれかに記載の耳用カバー組立体。
【請求項１０】
　各耳用カバー用の前記回転台は、前記耳用カバーの上部の固定位置にある回転台ソケッ
トと、前記溝を含む回転プラグを形成する前記ソケットに収容される一以上の回転組立体
部品とを含み、前記ソケットは、前記プラグの回転面が、前記耳用カバーの前記耳接触面
を通る前記平面に対して角度をつけるように配向される、請求項６乃至９のいずれかに記
載の耳用カバー組立体。
【請求項１１】
　前記二つの耳用カバーは非対称とすることができ、左耳用カバーと右耳用カバーとを含
み、前記ソケットは、前記プラグの前記回転面が、前記耳用カバーの前記耳接触面を通る
前記平面に対して角度をつけることで、前記左及び前記右耳用カバーのうちそれぞれ用の
前記回転台を組立てるために、同一のプラグを使用することを可能にするように配向され
る、請求項１０に記載の耳用カバー組立体。
【請求項１２】



(33) JP 2020-520574 A 2020.7.9

　前記フレームは、前記フレームの前記右端部と、前記中央部と、前記左端部とにわたっ
て延在して、前記締付力を加える弾性骨組みを含む、先行する請求項のいずれかに記載の
耳用カバー組立体。
【請求項１３】
　前記弾性骨組みは、前記左端部と前記右端部の全体にわたって略平坦とした縦長の湾曲
を有するバンドとする、請求項１２に記載の耳用カバー組立体。
【請求項１４】
　前記バンドは、弾性金属で形成される、請求項１３に記載の耳用カバー組立体。
【請求項１５】
　前記バンドは、弾性材料の一以上の層を積層構造にした複合構造体を備える、請求項１
３に記載の耳用カバー組立体。
【請求項１６】
　前記フレームは、さらに非金属のコーティングを含む、請求項１２乃至１５のいずれか
に記載の耳用カバー組立体。
【請求項１７】
　前記非金属のコーティングは、前記フレームの弾性を増大させる、請求項１６に記載の
耳用カバー組立体。
【請求項１８】
　前記弾性骨組みは、プラスチック材料で形成される、請求項１２又は１３に記載の耳用
カバー組立体。
【請求項１９】
　前記フレームはさらに、前記目用カバー組立体を前記中央部に装着するように構成され
た非弾性目用カバー組立体用台を備える、請求項１２乃至１８のいずれかに記載の耳用カ
バー組立体。
【請求項２０】
　それぞれの前記左端部と前記右端部に沿って各耳用カバーの位置の調節を可能にするよ
うに構成された、先行する請求項のいずれかに記載の耳用カバー組立体。
【請求項２１】
　前記回転台は、それぞれの前記左端部と前記右端部に沿った前記回転台のスライドを可
能にする溝を有して構成される、請求項２０に記載の耳用カバー組立体。
【請求項２２】
　前記フレームの前記左端部と前記右端部は、ラチェット部を備え、前記回転台は、それ
ぞれの前記左端部と前記右端部に設けられた前記ラチェット部に係合して、それぞれの前
記左端部と前記右端部に沿った前記回転台の意図しないスライドを阻止するように構成さ
れる、請求項２１に記載の耳用カバー組立体。
【請求項２３】
　前記回転台と前記フレームの前記左端部又は前記右端部との間の表面の摩擦は、それぞ
れの前記左端部と前記右端部に沿った前記回転台の意図しない前記スライドを阻止する、
請求項２１に記載の耳用カバー組立体。
【請求項２４】
　前記耳用カバーは、前記着用者の聴覚の保護をもたらすように構成されたイヤーマフ型
の耳保護具である、先行する請求項のいずれかに記載の耳用カバー組立体。
【請求項２５】
　前記耳保護具は、前記着用者の外耳にもたれかかりかつ概ね又は全体を覆うのに適合さ
せられた内側防音部と、硬質材料から作られ、前記内側防音部に取付けられた外側シェル
とを備え、前記回転台は、前記耳保護具の前記外側シェルに取付けられる、請求項２４に
記載の耳用カバー組立体。
【請求項２６】
　前記外側シェルは、自由選択で取外され交換されるのに適合された取外し部を有するこ
とで、取外し時には、前記外側シェルに開口が形成される、請求項２５に記載の耳用カバ
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ー組立体。
【請求項２７】
　前記外側シェルの前記開口を介してさらに防音材を追加する又は取外すことで、前記耳
保護具の防音性能を調節することができる、請求項２６に記載の耳用カバー組立体。
【請求項２８】
　少なくとも一つの耳用カバーは、ワイヤレスレシーバとスピーカとを備える電子機器を
含む、請求項２４に記載の耳用カバー組立体。
【請求項２９】
　前記耳用カバーは、一対のヘッドホンとして構成される、請求項２８に記載の耳用カバ
ー組立体。
【請求項３０】
　前記耳用カバーは、左右のステレオヘッドホンとして構成される、請求項２９に記載の
耳用カバー組立体。
【請求項３１】
　さらに目用カバー組立体を備え、該目用カバー組立体は、目保護組立体を備える、先行
する請求項のいずれかに記載の耳用カバー組立体。
【請求項３２】
　前記目保護組立体は、安全メガネ、安全バイザー又はマスクのいずれかとして構成され
る、請求項３１に記載の耳用カバー組立体。
【請求項３３】
　前記目用カバー組立体は、サングラス用に構成される、請求項３１に記載の耳用カバー
組立体。
【請求項３４】
　前記目用カバー組立体は、視力矯正レンズを含むように構成される、先行する請求項の
いずれかに記載の耳用カバー組立体。
【請求項３５】
　前記目用カバー組立体は、前記視力矯正レンズの取外し可能な取付けを可能にするよう
に構成される、請求項３４に記載の耳用カバー組立体。
【請求項３６】
　前記目用カバー組立体は、内蔵型の視力矯正レンズを含む、請求項３４に記載の耳用カ
バー組立体。
【請求項３７】
　前記目用カバー組立体は、前記フレームに取外し可能に取付けられる、先行する請求項
のいずれかに記載の耳用カバー組立体。
【請求項３８】
　さらにマイクロホン組立体を備える、請求項２８に記載の耳用カバー組立体。
【請求項３９】
　前記マイクロホン組立体は、前記着用者の口の近傍にマイクロホンを取付けるための軸
に装着されたマイクロホンを備え、前記軸は、第二の回転台を介して前記耳用カバーの一
つに取付けられる、請求項４０に記載の耳用カバー組立体。
【請求項４０】
　耳用カバー組立体において、
　各耳用カバーが回転台を有する二つのヘッドホン耳用カバーと、
　右端部と、中央部と、左端部とを含む弾性フレームと、
　前記右端部と前記左端部とのそれぞれは、前記回転台を介して前記耳用カバーのそれぞ
れ一つに取付けられるように構成され、
　前記中央部は、前記右端部と前記左端部を配向して、使用時に前記着用者の耳を覆うた
めに配置するために、前記耳用カバーを互いに反対方向に保持し、１つの組立体を付随的
に前記着用者の顔の前に配置して前記組立体を支えるように構成され、
　前記弾性フレームは、前記耳用カバーを内側に付勢することで、前記着用者の頭部に組
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立体を固定するように締付力を加えるように構成され、
　前記回転台は、該台の主回転方向に垂直な方向への前記フレームと前記耳用カバーとの
間の相対運動を制限するように構成され、
　前記フレームと前記回転台との相対的な配置は、前記フレームの回転位置に基づいて前
記フレームによって加えられる前記締付力を変化させるように構成される、耳用カバー組
立体。
【請求項４１】
　耳用カバー組立体において、
　回転台を有する耳用カバーと、
　回転台を有する頭部接触サポートと、
　前記右端部と、前記中央部と、前記左端部とを含む弾性フレームと、
　前記右端部と前記左端部とのそれぞれは、前記回転台を介して前記耳用カバーのそれぞ
れ一つに取付けられるように構成され、
　前記中央部は、前記右端部と前記左端部とを配向させて、使用時に前記耳用カバーの一
方が前記着用者の耳を覆い、頭部接触サポートが他方の耳の近傍の前記着用者の頭部に対
向する状態で配置するために、前記耳用カバーと前記サポートとを互いに略反対方向に保
持し、前記着用者の顔の前に配置するために、前記組立体を支えるように構成され、
　前記弾性フレームは、前記耳用カバーと前記頭部接触サポートとを内側に付勢すること
で、前記着用者の前記頭部に前記組立体を固定するように締付力を加えるように構成され
、
　前記回転台は、該台の主回転方向に垂直な方向への前記フレームと前記耳用カバーと前
記頭部接触サポートとの間の相対運動を制限するように構成され、
　前記フレームと前記回転台との相対的な配置は、前記フレームの回転位置に基づいて前
記フレームによって加えられる前記締付力を変化させるように構成される、耳用カバー組
立体。
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